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1983年 ヒ マ ラ ヤ 登 山 学 校 隊 員 募 集
ヌ  ン (7,135m)

1983年度 ヒマラヤ登山学校は、 カシミールの

盟主 ヌン峰で実施することに決定 しま した。 これ

は単なるパ ック登山 とはまった く異 なり、 自ら遠

征 を行なえる人材を育成することを主眼 としてお

り、経層え豊富なインス トラクターの もとに、IEし

いセオ リーにのっとった確実な登山を指導 してい

ます。隊員はすべて、装備・ 食糧・ 輸送・ 梱包 0

渉外等の具体的実務に参画 していただき、また国

内山岳での強化合宿 も行な うな ど、 ヒマラヤ遠征

全般 を体得できるように組まれております。

過去の卒業生は、現在 ヒマラヤて幅広い活動を

行なっており、登山学校の経験を基にしてさらに

遠征を実践 している人は 9名 に達 し、その中には

8,000m峰登頂者 4名 も含まれています。

登山学校隊の実績は下記のとおりです。

・ 1977年  タルコット (6,099m)

(JACに協賛 して行なった)

・ 1978年 ヌン (7,135m) 4名 登頂

トリスル I峰 (7■20m)6名 登頂

II峰 (6,690m) 7名 登頂

・ 1979年  キャシー ドラノン (6,400m)6,000

mま で

01980年 ケグルナー ト0ドーム (6,831m)

19名 登頂

・ 1981年 ナンダ0カ ー ト (6,61l m)事故の

ため断念

01982年 クン (7,077m)現在準備活動中

実施要項

目 的 ①ヌン (7,135m)登頂

②高所登山の基礎修得

時 期  1982年 7月 末～8月 末 (35日間)

負担金 70万円 (航空運賃の変動等により変る

こともあります)

定 員 20名 (申込順)

インス トラクター4名 (医師含む)

申込み  1982年 6月 末までに下記宛に申込むこ

と (資料を送ります)

〒 160東京都新宿区高田馬場 3-“ -1

淀橋食糧 ビル 日本ヒマラヤ協会

★今年度 より準備活動、強化合宿等をより万全に

行な うため、締切 りを早 くします。希望者は早急

にお申 し込み下さい。

この登山隊の旅行手続は、(抑西遊旅行が担当します。旅行業代理店業1976号

ランタン氷河最奥に設けたベースキャンプからランタン●りを望む。

(那須宗一)

ヒマラヤ NO.■ 22
1.鋏 鱚 塚        高 橋 好 輝

4. ヒマラヤニュース (地域ニュース・インフォメーション・トピックス・新刊案内)

ア.ヒ マラヤの報告書紹介 ⑩ (LINK SAR 1979)

8 吻隕蟷麒 ランタン・り初登頂 ネパール日本合同ランタン・り登山隊

16.1鱚茫囃は ① 未踏への誘い「カラコルム・ヒンドゥークシュ編」(1)稲 田 定 重

③ vISIT TO HIMALAYAN CLIMBING TEAM(1)東 海大山岳部

ヒマラヤ閑話 ①

24.事務局月誌・寸感

水 野   勉

祗隕隕茫爾



連載
《30》

ヒマ ラヤ 放 談
高橋好輝 (たかはじ・よしてる )氏、ヒマラヤ

登山について確固たる信念と考え方を持つカモシ

カ同人の御意見番。ヒマラヤの計画が始まると、

寝ている時もヒマラヤ登山のことを考えているの

ではないかと思えるほどの内容のあるハナシが次

から次へと出てきて、ズボラ人間には本当にこわ

い人である。通称「 ヨシさん」と呼ばれている。

高橋 好輝
●なぜ、ベアーヘ……・?          ―●ルートを目標に選んだこととはやは夕関係が

一
明けま しておめでとうございます。 ヒマラ   ある訳ですか ?

ヤ全域で事故の非常に多かった 1981年でしたが、   高橋 本当を云えば私 自身は最初 この山の南東
いよいよ今年はダウラギ リI峰 のペアー ●ルー ト   稜を登 りたかったんですが、そんな話をいつ もし

登出の年になりましたね。今 日は この登山計画を   ていた群馬缶連が78年に登 って しまいま した。

中心に抱負や考え方をお聞きしたいと思います。   まあ登 り方を考えれば南東稜 よりはペアー ●ルー

高橋 それは何 と云っても自分達の納得の行 く   卜の方が適 してはいます。 このルー トも誰かが登

登 夕方をしたい、 とい うことです。世間というか   ってしまえばそれても良かったのですが、残って

世界の トップの登山と云われているアルバインス   いましたので。

タ トルなどとい うものに惑わされない「 カモシカ    それに何 と云 ってもペアー ●ルー トは この山の

同人 」の登山を実践 してみたいと思っています。   登山史の中で も忘れることは出来ません。1950年
「 理念 」などと大仰なことは考えてはいません   のエルゾーグ隊は南東稜を うかがった後にアンナ

がカネをかけずに、気の合った仲間が集まって、   プルナを初登頂 し、1953年以後はこのペアー ●ル

合理的に、効率の良い登山を徹底的に追求 してみ   ― 卜に世界各国か ら挑戦 し続けていた由緒正 しき
たいと思います。出来れば誰 も登っていないに越   ルー トです。

したことはありません じネ。              今回集まった隊員の多 くが カモシカ同人や群馬

我 々貧乏社会人がカネも時間 も無 t^● に8,000   岳連でダウラギ リ山群へ 2度、 3度 と登 っていま

m峰 を登ろ うとい う訳ですか ら、 カネをかけられ   す。ですか らネパールヒマラヤの中でもダウラギ

ないのです。そのためには例えば荷物の量を極カ   リ山群が我 々の中では一番良 く分る。それ らの経
おさえる。そ うすれば荷上げ、荷上げ と毎 日つ ら   験を生かせると思います。

い登 りを繰 り返さな〈て済みます し、登山期間 も   
一

しか し、写真などを見ても決 して易 しいと

短縮出来ます。当然、登頂の可能性 も高まります。  い う訳ではないて しょう ?

登 らんがためにちょっと登れそ うな者がいれば    高橋  もちろん全体的にみればそんなに生易 し

声をかけ、誰でも呼び集めるとい うことは絶対に   いルー トではありません。今でも未踏をは こって

や らないし、登頂するためには手段を選ばない、   いるのですか ら。上部で過去 9隊の殆ん どが撃退

などということも絶対に考えません。        されている北西稜に出る、例の難場が 7,800m付
一―一分 りました。そ ういったことと、今回のぺ   近にあります。 しかし、そこまではミャンディ氷
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河上の BOCからかなり直線的に比較的易しい雪の

ルー |ヽ が とれ、ス ピーディーに登れる可能性があ

ります。ですか らそ ういった舞台て、それ らの失

敗した隊 とはひと味違 う登山を展開 してみたい訳

です。

私達のようにご〈普通の レベルの人間がこうい

った考え方で登るにはェペレス トなどの大ジャイ

アンツではちょっと高過 ぎ、 このダウラギ リI峰

程度の高さで 1人で も多 くの人間が 8,000m峰登

頂の喜こびを味わか うとい うものです。

●ダウラは秋がいい

一
かなりの人数の登頂が期待出来そ うですが、

最初のダウラギ リⅣ峰や次のダウラギ リエ、Ⅲ、

V峰の縦走時の ように 2桁台の登頂をね らいます

か ?

高橋 まあそれは運やその時の情況によると思

いますが出来るだけそ うしたい と思います。それ

には効率の良い登山を徹底的に追求することが必

要になります。登山をカネで解決するのではな く、

いかに少額で登るかとい うこと。大金を投入しな

くては登れない とい うのであれば、 まだその山や

ルー トを登るには時期早尚である。 レベルの上が

るのを待つか、 カネを使わないで登る方法を真剣

に考えるべ きであろうと思い液すネ。

例えば、お金については今回は個人負担金を60

万円位でおさえ ようとしています。経験者 も多い

です し、そのつ もりで計画 し、準備 をすれば何 と

か可能であると思います。

一
登山シーズンについてですが、好さんは特

に強 くポス トモンスーンを主張されていますが。

高橋 今までのヒマラヤ登山はた しかに春が全

盛で した。 しか し山にょっては秋の方が有利なと

ころもあると思います。私 自身の少ない経験か ら

ですが特にダウラ山群はそ うい う山域のょうに思

います。 もちろん学者ではありませんのであまり

専門的なことを断定的には云えません。 71年春75

年秋のダウラⅣの経験 とこのⅣ峰へ向った15隊程

の登山隊の記録などか ら割 り出した結論です。最

近のように春の申請が一杯だか ら、 と云ったもの

ではありません。

ブレとポス トの差は要するに雪の問題です。秋

はモンスーン中か ら雪線が上が り、5,000m位まで

大 した雪が降 りません。春は 3,000m台からかなり

の雪 となる。そ して時に雷 も伴います。

この雪の多少をルー トの特性に利用することが

出来ます。75年秋のェベレス ト南西壁 とマカルー

南壁の成功はこの良い例でしょう。

私達の75年秋のダウラギ リⅣ峰の時 もこのモン

スーンを利用 したかたちであったが、今回はルー

ト的に雪崩などの危険 も考え られるのでそれが出

来ない。そこでその期間を使って順応 トレーニン

グを行 うつもりです。 これ も実登山開始後の効率

的行動には欠かせません。

実質的に登山が始まってか らも上部キャンプヘ

の荷上げは極力少なくするつ もりで、高所では出

来るだけガマンをし、その分はなるべ 〈B・ C蛮 で

下る回数を多 くして優雅 (?)に 過 ごせるように し

たい。

一
好さんはこれまでに71年 と2度ダウラギ リ

Ⅳ峰へ行かれ、先頭になって登ってこられたので

すか、今度はいかがですか ?

高橋 いやァ、今回はルー トエ作の トップは退

こうと思 っています。私などよりは もっと早 く確

実に登れる隊員が何人 もいますか ら。安全、確実、

迅速の登山が最良です。 あと「 安い 」が入るとも

っと良いかな。

とは云っても登頂は したいと思ってはいます よ。

自分が登頂出来ない登山計画なんか立てないし、

第一情熱が涌きません よ。ペアー 0ルー トが登れ

ると思 うか ら行 〈訳です。 自分が登れなくなった

ら友人の登山の応援でもすることにします。

●V峰の勝利

―一-71年のⅣ峰登山について少 しか話 し頂けま

せんか ?

高橋 所属のGHMJと い うクラブで69年のネ

パールヒマラヤの解禁を機に「 ヒマラヤヘ行こう」

とい うことになり、準備を始めま した。その頃の

クラブは岩登 り専門の集まりで したので岩登 りさ

え上手で少 しその経験を積めば、 ヒマラヤであろ

うと、 どこの山であろうと登れるものと思い込ん

でいま した。

最初はダウラギ リのI峰 をね らって許可を取ろ
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うとしたがオース トラリアに先を越されてしまい、

仕方なく「 Ⅳ峰 」に行 くことになったんです。そ

の頃のダウラ山群は未踏峰がた くさん ありました。

I峰 とプタ●ヒウンチュリだけが登 られていて、

69年にグルジャ●ヒマ~ル
、70年 にチェーレン●

ヒマ~ル とⅥ峰が相次いで日本隊に登 られました

がまだまだ高い方が残っていま した。

長い雪稜を雷や大雪にや られなが らとにか くキ

ャンプを 3つ作 り、 ミャグディ●マータ(6,273m)

までロープもスノーパー も使い果 して必死で到達

したもののパー トナーが誤まってロープをとめて

あった ピッケル も落 してしまい、え らい急針面を

1本 のビックルをついて下った りして、 とにか く

惨敗 して帰 りま した。

ヒマラやの知識 も無かった し、Ⅳ峰について云

えばオース トリー隊の遭難 と関西登高会の話 くら

いて、何 も知 らなかった訳です。 ミャグディ●マ

ー タまではⅣ峰の南面ルー トでは半分道中でした。

その時の隊長がクラブ代表であった芳野満彦氏

で した。 この人は奇人 とも云えるくらい、稀にみ

るアイデアマンであり、名プランナーでした。ク

ンカッ早 く、まあ庶民を代表する登山家 というと

ころでした。

一
その時に今 日のインタビュアーである私・

八木原がやはりこのⅣ峰の同ルー トに偵察に行っ

ており、山で一緒になった訳ですが、75年の再挑

戦についていきさつ などをちょっと。

高橋 失敗 して帰 って 1年 もすると、 もう1度

やってみ ようとい うことで田中祥治君 と話 し合い、

やは

'メ

ンパーだった浅葉雄司君なども入 り、 カ

モシカスポー ツのダンプさんや奥さんの今井通子

さん達に話を持 ちかけ、群馬の 71、 72年の隊員

であった八木原君達にも声をかけ、 カモシカ同人

が73年の秋に出来たとい う訳です。

結果はボス トモンスーンに14隊員中11名 が登頂

する事が出来ま した。 この時まで10数隊全部が失

敗 し続けていま したが、秋のオース トリア隊やイ

ギリス隊の方が春の登山隊 よりも頂上近 くまで行

っているところに目をつけ、考えてみた訳です。

●ヒマラヤは「意識」と「信念」が大切

一―_カ モシカ同人についてはどん なふ うにか考

えですか ?

高橋 カモシカ同人 とい うのは、 とりあえず便

利な組織だ し、制約することのないように、今ま

でどうタヒマラヤヘ行 きたい人間がその中で企画

し、実践すればいいで しょう。規約を作 ったり、

あまり内部をカチッとまとめようとす ると、結局

は「 山岳会 」や「 タラブ」になって、「 同人 」で

はなくなって しまう。最初はⅣ峰登山の終了後に

終るべき組織だったが、ダウラⅡ～Ⅲ～ Vの縦走

に成功 し、 どうも存続するより仕方ない組織にな

って しまった。それ どころか今回のペアールー ト、

その次はエベレス トをネパール側 と中国側 (チ ョ

モランマと云 うべきか ?)か ら冬期に ランデブー

しようとい う壮大な計画が 1983年 12月 ～ 1984

年 2月 にかけて行なわれようとしている。 もう解

散 どころではないです。

一
最後に今後のヒマラヤ登山について……・

高橋 こ うだとはっきり云えないが、 アルバイ

ン、アルバインと騒 ぐこともあるまい。違 う方向

もあるで しょう。云ってみれば初期の ヒマラヤ登

山だってまった くのアルパインス タイルであった

ように思 うし、なにも固 く考えることはないと思

い液す。ハー ドでなくソフ トにぶつかるほ うが、

おもしろい し、価値もあるのではないかな ? ア

ルパインス タイルでは登れない山やルー トもある

ということを忘れないで欲 しい。安易にプロの登

山家のまねをするべきではないと思います。

経験者が増えてきましたが、その人 たちの情性

の登山は感心 しません不。経験者は「 行けば何 と

かなる」と思わずに、常に初心に帰 ってやるべ き

で しょう。 自分の信念 とか、登るとい うことへの

意識を作 りあげてか ら出かけるべ きであると思 う。

その意識が無かったり、弱かったりす ると、やは

りあまり良い結果は出ないんじゃないですか。

一
どうも耳の痛い話 となりま した (笑)。 今

日はどうもありが とうございま した。

(イ ンタビュー構成 八木原日明 )
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《インド》

サリーン氏から日本登山者に呼びかけ

日本人の遭難事故が続発 した今年、 イン ド登山

財団 (IMF)会 長H.C.サ リーン氏か ら日本 ヒ

マラヤ協会、 日本山岳協会、日本 山 岳会 に あて

て注意 を促す長文の手紙が届いた。同氏は 日本の

登山隊は高所順応の方法やヒマラヤの雪に対する

知識が不足 しているのではないかと指摘 し、今後

次の ような点を守って欲 しいと述べている。

・ 登山隊の中に最低 2人以上のヒマラヤ経験者を

含む こと。

・ 出発前に全隊員が医療検査 を行な うこと。

●ヒマラヤについてよく勉強 し、特に今夏サ リー

ン氏が来 日した折、 日本 ヒマラヤ協会に託 した小

冊子
tt IЮ 'S埒⑪ IXN'TS"を よく読んでもらい

たい こと。

また、 イン ド側の努力として、今後 IMFが 登

山隊にあてて天気予報を流すこと、リエゾンオフィ

サーはアプローチマーチ途上にかける最後の警察

署 あるいは軍隊 と連絡を緊密にすることなどが述

べ られている。

当協会では今回のサリーイ民の要請に応えるべ く

来年 1月 8日 ～ 9日 にかけて、来年 イン ドヘ向か

う登山隊が一堂に会 して討議を行なう場 を設定 し

ている (イ ンフォメーシ ョン欄参照)。 また、小

冊子  IЮ'S m⑪ DON'TS"については、会員の

木村陽子さんが翻訳 しており、当日会議の席上で

配布する予定である。

《パキスタン》

パキ政府、規則一部改正か

いるが、これを6,000π までとする。

③フンザ以奥も自由に入れるようにする。

これらが実現すれば、カラコルム、ヒンドゥー

クシュの トレッキングは非常に魅力あるものとな

るだろう。 (11月 11日 イスラマバ~ド督永忠子)

印・パ関係 険悪化

イン ド政府は23日 、 ニューデリーのパキスタン

大使館員 3人 をスパイの疑いで国外追放 した。 こ

れに対 しパキスタン政府は24日、 カラチのイン ド

総領事館員 3人 とイスラマパ~ドのイン ド大使館

勤務の 1人にスパイ容疑 で国外退去を命 したと発

表、米国の対パキスタン武器援助などをめぐって

冷め切っている両国関係は険悪化 している。

(11月 25日 朝 日新聞)

インドヒマラヤ研究会

日本 ヒマラヤ協会では、来年イン ドの山へ向か

うすべての登山隊にむけて下記のような研究及び

情報交換の場を設定 している。特に今年は遭難事

故が多発 し、サ リーン氏か らの要請 (ニ ュース欄

参照)も あり、すべてのインドヒマラヤ登山隊の

集合を呼びかけている。

・ 期 日 1982年 1月 9日は海5時～ 10日 (日)12時

0場所 東京都勤労福社会館 (東京都中央区新富

1-13■14 ■ 03-552-9131地 下鉄

日比谷線「 八丁堀 」下車徒歩 1分 )

・ 会費 1泊 2食資料代込み 4.000円 (懇親会費

は別途)

。申込み 日本ヒマ ラヤ協会事務局 (東京都新宿

区高田馬場 3-23-1淀橋食糧 ビル 506

パキスタン観光省ては、会議の席上で以下のこ

とが討議され、非公式ながら決定され、来年度よ

り実施される可能性が大きくなっている。      札幌ヒマラヤ会議

①カラコルムハイウェイのロードパーミッショ    2月 21日 (日)に、札幌市にて「 ヒマラヤ会議」

ンを不必要にする。                を開催 します。詳細は次号にてお知 らせ します。

② トレッキングは現在高度 5,800π まで として

-4-

lllHIMALAYA NEWS



ビス タ リクラ ブ10周年記念 トレッキ ン グ

HAJの 有志で組織 しているビスタリクラブ (黒

沢文代代表)は、今年で結成10周年を迎えた。同

クラブではこれを記念 して、ネパールヒマラヤの

トレッキングに出かけ、藤木満、内田雅子、黒沢

文代の 3名が、10月 30日から11月 15日 にかけてゴ

サインクンドを歩いてきた。

ナ ジール を囲 む タベ

今年 8月 、早稲田大学の隆登山隊で登頂者とな

ったナジール●サビール氏が、関係者の招待で来

日し、11月 10日歓迎会が開らかれた。

会場となった「 アジァ会館」には、 1977年 隆

隊を総指揮した吉沢一郎翁 ,中国側陽を偵察 して

帰国 したばかりの日山協関係者を中心に約50名が

出席 し懇談した。同時に、早大隊の隆のスライド

が核心部を中心に上映された。

パキスタンでおいしい米飯

イス ラマパー ドのグス トハウス 0シルクロー ド

ではこの秋、経営者の督永忠子さんがスワー ト地

方で、 日本の米に似たおい しい米を見つけ、その

新米 を大量に仕入れたとのこと。またカラチ在住

の日本人の魚屋か ら週 に一回、新鮮な魚を仕入れ

ているそ うで、 これか らは日本人のお客サンにか

い しい日本食を提供できると語 っていた。督永さ

んによれば「 このか米、 コシヒカリよりもおい し

いの よ」だって。

HiMALAYA NEWSI■

・ チペッ トの 7年 ハ インリヒ・ ハ ラー著 白水

え±  10.5

・ 多摩源流を行 く ノ.民生卓造著 東京書籍 106.
・ 垂直の上 と下 小森康行著 中央公論者 10.7.
0山 岳誌 藤原肇著 東明社 10.9.

・ 自然観察者の手記 (4)岩田久二雄著 朝 日新

聞  10.9。

・ 旅の木の実 岡田喜秋著 文化出版  10。 12.

・ 武蔵野 秋谷豊著 桐原書店  10。 12.

0ア ルバインカレングー 1982年版 山と漢谷社

10.13.

●シルクロー ド今 と昔 (下)車慕奇 小学館

0人類の周辺 今西錦司 筑摩書房  10。 14.

・ 山漢 ミニカレンダー③高山植物  10.16.
0シ ルクロー ド③中国-1 篠山紀信 集英社

10。 17.

・ ユー ラシアシルクロー ド 加藤久晴 他  日本テ

レビ 10。 19.

・ 山の風の中へ 辻ま こと 自 日社  10,19.
・ 講談社 ゼ ミナール選 書「 魅惑のシル クロー ド」

講 談社  10.21.
0草木鳥獣・ 人 飯島衛  みすず書房  10。 22.

0草木 を訪ねて三 百六十五 日 足田輝一 新潮社

10。 23

・ 越中の百山 北 日本新聞  10.23.
0遠い人 0は るかな山 手塚宗求 筑 摩書房

10.23.

・ 続槍穂高連峰 山 と漢谷社  10.23.

原 稿 募 集
ニユース  ヒマラヤ (中 央アジア含む)の 各地域の社会情勢・現地事情 (入 山事情)の 変化、 日本 を含
む各国登山隊の動勢、その他気のついた事 をお知 らせ下 さい。ニュースソースも併記 して下 さい。
紀   行  遠征、 トレッキング、旅、etc_...。
ヒマ ラヤ及びンルクロー ドに関する地域 なら何でも結構です。 ``記録''ではな く “紀行"と してお気軽 に
御投稿下 さい。400字詰原稿用紙 6～ 8枚程度、横書 きでお願い します。
日本 からヒマラヤから  ヒマラヤ等に出かけた際の印象、現地 からの便 り、 ヒマ ラヤに関 して日頃思 っ
ていること何でも結構です。「 ヒマラヤ」編集部やHAJI=対 す る提言などもお寄せ下 さい。
またヒマラヤ地域 に出かけられる方、ハガキで結構ですから御―‐報下 さい。

★投稿は会員、非会員 を問いません。採用分には全国共通図書券 をさしあげます。
★送 り先 〒160東京都新宿区高田馬場 3-23-1 淀橋食糧 ビル 506

日本 ヒマラヤ協会

-5-
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・ カラーブックス「 火山 」 伊藤和明 保育社

10。 26.

0万葉の花・ 大和路 入江泰吉 講談社 10.28.

・ 私のスケッチ技法 平山郁夫 実業の日本社

10.30。

・ 上越スキーガイ ド 水野潟司 岳書房  11.2.

・ 歩 〈スキー 成美堂出版  11.6.
0岩壁 よかはよう 長谷川恒男 中央公論社

11.10.

0北山の道 ,続・ 北山の道 渡辺歩京 自地社

11.20.

0日 本登山大系 (2)南会津・ 越後の山 柏瀬祐之

他、 自水社 11.24.
●チ ョモランマ ●チペ ット 日本山岳会 講談社

11.24.

・ 大岩壁 瓜生卓造 毎 日新聞社  11.24.

・ 中央アゾア自動車横断 ル ●フェーブル 自水

社  11.24.
●ヒマラヤ巡礼 スネルグローブ 白水社 11.24.

・ 東京の野鳥 大作巣一郎 東京新聞出版局 11.25,

0ス キーをはけば怖 くない 熊谷枢 朝 日新聞社

11.25.

・ 尾根路 Ⅱ  田渕行男 同時代社  11.25.

カラコルムセミナー トレッキング隊員募集
HAJで はこれまでネパールヒマラヤで五百沢

智也講師のもとにセ ミナー トレッキングを実施 し

てきましたが、 このたび「 この催 しをパキスタン

でも″」とい う要望に応え、下記のような計画を

組みま した。

コーランの読経 と炎熱の砂漠、 コパニーの実る

オアシスの憩い、そ して豪快なカラコルムの氷河

をあなたも歩いてみませんか。

目 的

時 期

負担金

定 員

講 師

申込み

西部カラコルムパツーラ山域の踏査及び

五百沢智也氏の指導による野外調査活動

1982年 7月 下旬～ 8月 中旬

43万 円 (航空運賃の変動等により変る

こともあります)

20名 (申 込順)

五百沢智也、他 1名

1982年 4月 末 日までに下記に申込むこ

と (資料 を送 ります)

〒 160東京都新宿区高田馬場 3-23-1

淀橋食糧 ビル 506 日本 ヒマラヤ協会

踏査コースと日程

第 1日 東京 _型生→イスラマパ~ド

▲バツーラⅡ(7710m)南 面

第 2日  イスラマパー ド滞在 (山行準備 )

第 3日  イス ラマパ~ド ニ ニ→ ギルギット

第 4日  ギルギッ トニ主△→ ノマル

第 5日 ～第16日 パツーラ南面山域踏査 (ノ マル)

一→ ナルタル谷 一→ダインタール峠 → パール

ー→ パルタル氷河 ―→パツーラベースキャンプ

ー→ トルタル氷河 ―→ パール ー→チャル ト

第 17日  チャル トー→フンザ (カ リマパ~.ド
)

第 18日  フンザ ー→ギルギット

第19日  ギルギットノ主ぅィスラマバ~ド

第 20日 ,第 21日 イス ラマバー ド滞在 (希望者は

タキシラ、ペシャワールなど見学 )

第 22日  イス ラマパ~ド → 東京

医理亘団



■■■連載・ヒマラヤの報告書紹介 ⑩

余談だが、先 日「 来年 ヒマラヤに出かけるので

相談に乗って欲 しい 」とルームを訪れた人がいて、

一夜話を した。初めてで何 もわか らないとのこと

で、何やかや と初歩的な方法論なども出たが、概

してこのような人たちが最 も関心を持つのは、許

可取得 とか通関、輸送その他の事務手続 きはどん

なふうにすすめたらよいのか とい うようなことが

多い。で、肝心の登攀活動についてとなると、「 山

に取 りついて しまえば、 もうこっちのものです よ」

「 日本での力量をそのまま発揮 しさえすれば、ま

ず落せると思 つてます 」といったことになる。

しかし、現実には日本での力量を発揮すればヒマ

ラヤの頂に立てるわけでは決 してない し、 BCを
建設すれば山が「 こっちのもの 」になるわけでも

ない。

確かに外国に不馴れだったり、英語の不得手な

人には山に取 り付 く以前の諸 々の仕事は不安であ

ろう。 このような人たちが「 山へ入れば俺たちの

独壇場 」と考えるのは、 ある意味では自然ななり

ゆきか もしれない。ひと頃、 ヒマラヤも今や穂高

の延長云々といった話が巷に流れたことがあるが

最近 この ような言葉が きわめて悪い意味で解釈さ

れていることが多いように思 う。

今のヒマラヤが昔に比べて楽 になったのは、登

攀の面ではなくむ しろ多 くの初心者が不安の種に

する渉外手続の方である。 よほ どの間抜け者でな

い限 りそのようなことを しくしったためにめざす

山へ行けな くなるなどとい うようなことは起 らな

い。少なくとも自分の意志 と力でヒマラヤに挑戦

しようとい うほどの人なら、そんな間抜け者はい

ないと思 う。 しか し登攀における実践的な問題 と

なると、そんな生易 しいものではな く、多 くの人

が最 も基本的なことす らわきまえていない。

余談が長 くなりすぎて しまったが、立正大学 カ

ラコルム登山隊 1979は、 この報告書で見る限 り

良 〈まとまった好チームで、街や山麓部分に比較

的めん どうの多いパキスタンにおいて、スムーズ

LINK SAR 1979
立正大学カラコルム登山隊

に事をすすめ、山に向かっている。特に若い隊員

の中に 1人精力的に動きまわっている人が見受け

られる。 きっと思い出の多いすばらしい山行だっ

たことと思 う。 しかし、 この隊も登攀の面ではも

うひとつ勉強が足りなかったのではないだろうか。

第~に タクティタスの基本計画と実際の登攀がま

るで違った ものになってしまっている。そして、

最終アタック前に下へ降りて休養するという最も

基本的な原則 も守られていない。上へあがりっぱ

なしになっていることが、 どれほど危険なことか

もう少 し認識 してもらいたい。また遠征終了後の

反省事項に しても、医療用酸素についての見解は

少しおか しい。「 酸素を頼 夕にせず確実に高度り1順

化することが、安全登山につながる」と考えるの

は間違っていないが、そのために「 必要性を感 じ

ない」というのは論理の飛躍である。私はこれま

でに高所末経験者が初めての高度で非常に危険な

事態に陥り、酸素ポンベによって 一命をとりとめて

いる例を2度 目撃している。攻撃と防禦をはっき

り区別 して物事を考えてもらいたいものである。

敗退の原因に上部岩壁が突破できなかったこと

があげられているが、それ以前に5,890mの ファ

イナルから7,041mの ピークをビパークしてめざ

すというのは、高所初体験者には少し荷が重すぎ

るように思える。

いろいろと問題はあるが、その問題の故に一読

に値する報告書だと思う。 この隊のように熱意と

努力は大いにあるが、勉強がもうひとつ足りなく

て敗退したというような報告書こそ、卒直な意味

でこれからの人に価値あるものになるのではない

だろうか。              (ふ )

。発行 立正大学体育会山岳部
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特 集

初登頂
72739m

ラ ンタン・ りと曇攀 ル ート

1981年ネバール日本合同ランタン・り登山隊

はじめに

本登山隊は当初 カネッシュⅡ峰を目ざし、その

許可を取得 したが、ネパール、チベット国境の一

部変更に伴い、当初ルー ト(チ リメコーラ側 より)を

中止せざるを得ず他ルー トをチャーター機で偵察

したが種 々の問題を抱え ランタン●りに変更 した。

ランタン氷河最奥部に位置するランタン●リ

(7,239m)は 1981年 4月 中旬新解禁されたばか

りのネパール、チペット国境の未登峰である。

結果的には事故続 きの中、登頂予定者 6名 (内 日

本人5名 )全員登頂を果す ことができた。

最 も困難な許可取得についてはネパール観光省

登山部長 SoR。 シャルマ氏 ,ネ パール理事 ラン

ジャン氏のご協力によるもの と深 く感謝申し上げ

ます。

アプローチ・マーチ

8月 22日 先発隊 として飯沢、山田の二名が出発

翌 23日 偵察隊の若尾隊員 (カ ンチ隊員 として以来

ネパール在 )と 合流する。 8月 30日 本隊 と合流、 9

月 3日 にブリクティ延期に伴い中岡隊員が参加合

流 し全員集結 した。その間、合同登山隊のために

観光副大臣は じめネパール政府関係者、NoM.A、

日本大使館等の参集を得て公式 レセプションを開

く。

9月 5日 、 6日 の両 日にわたリカ トマンズを ト

リスルバザールに向け出発。 9月 7日、85名のポ

ーターをつかい全員でキャラバンを開始する。モ

ンスーン期間中のため、 ジュガ (山 ヒル)にや ら

れての雨中のキャラバンである。

9月 9日 、 ポケジュングで一 日分のア ドバンス

マネーを支払 った後、そのためか32名 のポーター

に逃げ られ、隊荷は無事であったがポーターの補

充に苦労 した。

9月 13日 、 カ トマンズを出発 して 1週間目。 シ

ャブルの先の橋がこわれているのでシャブルベン

シ経由でランタン谷に入る。『 世界で最 も美 しい

谷 』と称されるだけに一面の花園に恵まれたキャ

ラバンである。中でもエーデルワイスの群落は辺 タ

を覆い尽 くさんばかりである。

9月 14日 最終 カルカであるランシサカルカ
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(4,125m)に 到着。朝夕は下のキャラバンの暑さ

がウソのような寒さである。

9月 15日 、ベンタンカルカ (4,480m)に て雪

が降 夕周囲を自銀の世界 と化 した。 これより先の

ルー トはモレーン上のガラ場の連続 となり足場が

非常に悪 く、落石等の危険 も加わり予定 より伸び

ず BC間 に再びデポキャンプを設けざるを得なか

った。

9月 17日、 ようや くランタン●りの全容を見る。

山田、若尾の 2名はBc位置まで偵察に先行、そ

の位置 をニセコルか らの尾根の末端 (4,950m)

に決定する。 この間のルー トは絶えず落石があり、

肝を冷やされる。

9月 19日、 BCに全隊荷が集結 し、 BCを建設。

‐  幽饉
里  李

部は広大な雪原 となリニセコル (5,760m)に続

く。前 日の偵察で決定 したC■の位置 (5,550m)

はニセコルとティルマンのコルの間の雪原である。

Clま でのル~卜 はザイルも不用な容易さであり

雪原は絶好のスキー場 となった。

9月 22日、C■ 建設。翌 日か らC2へ のルー トエ作

荷上げに拍車をかける。C■・ C2間は 1ク所雪壁 を

まわり込む 60度 くらいの壁があるものの雪稜が続

ぐ快適なルー トである。比較的天候に恵れ順調な行

動が続いた。

9月 25日 、 C2(6,200m)建 設。翌 日より1缶|の ル

ー トエ作に入る。複雑 な雪屁のは り出 しとナイフ

リッジに阻れ ルー トが伸びずフィックス ロープの

残数が気にかかる。ディフカル トなルー トよりは

デンジャラスなルー トである。

9月 27日 より9月 29日 までの3日 間降雪により

ほ とん ど行動ができなかった。 BCと c■に停滞、

雪かきに追われる。降雪はBCで 40"位、 c■で

lm位であり荷上げの ラッセルで相当苦労 した。

また、 この間の降雪が今回の事故の多発を招いた

感がする。 これが結果的にモンスー ンの最後であ

9月 21日、軽度の高度障害で遅れてBC入 りし

た隊長、 ドクターを含め簡単なBC開 きの後、C■

に向け荷上げを開始する。ニセコルからの尾根に

沿って急登が終るとコルからの氷河の末端 (5,220

m)に出る。その間一部クレバスが走るが、その上

(学研「世界山岳地図集成●ヒマラヤ編 」より転載 )
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った。                      いが一部ルー トエ作を完了 し、アタックに望みを

9月 ∞ 日よりようや 〈ルー トエ作 と荷上げに入   つなぎ休養のため下降 した。他のメンバーはBC

る。C■より上部は風で飛ばされてほとん ど影響が   より荷上げと順化のためQに向 う。

出なかった事は幸いであった。 しか し、C2、 Q澗     10月 6日、全員そろってBCにて休養。一同に

のルー トエ作は雪壁の トラバース、ナイフリッジ   会するのは久 しぶ りである。 しか し、午前のネパ

雪屁のはり出し等で困難を極めた。その上 フィッ   ール放送でガンガブルナ、アンナプルナフランス

クス ロープ (1,850m)も 底をつき下部の ローフ・  隊の事故を全員で聞 く結果 となって しまった。死

を取 りはず し上部に上げる状態である。       亡 したアンナプルナ隊のシェルバがネパール隊員

10月 3日 、 ようや く難関を突破 して最終キャン   アンリ′の弟であり、彼女の泣声が休養中のBC

プQを 6,630mに建設。その上部偵察の結果、再   を押 し包んでしまった。また、 ガンガプルナの事

び難関が待ち受けていた。稜線の状態は極めて悪   故は我 々にとって も大 きなショックであった。
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登  頂

10月 7日 、第 1次 アタック隊、山田、若尾、那

須、 アン リンジの 4名 が隊長の茶 (表千家)で安

全を祈願 してBCを出発、 10月 8日第 2次隊の飯

沢、中岡 も同 じ〈BCを 出発する。サングとアン

.リ タはフランス隊で死亡 した弟のこともあって第

2次隊か ら外れた。

10月 9日、山田、若尾によりQ上部のナイフリ

ッジに新たに下部より回収 したフィックスを固定し

た。明るい見通 しを付けアタックに備える。

10月 10日 、風は少 しあるが快晴である。午前 6

時 30州′こく■を出発。昨 日のフィックスザイル終了

点まではパ ランスを要求される雪壁 とナイフリッ

ジが続 〈。その後スタカットで数 ビッチの後比較

的フラットな雪面に出ると三角形の頂上が間近に

せまる。頂上直下は雪面 4ビ ッチであった。午前

11時 26分第 1次隊 4名登頂。山田、若尾、はサポ

ー トのためQス ティとなる。第 2次隊の飯沢、中

岡はChで アタックに備える。

10月 11日、午前 6時 5分にC3を 出発。快晴であ

るが風が強 く頂上直下で思わぬ時間を費や したが

午前10時 58分登頂 、C3を徹収 しC2に ステ イ。

10月 12日、(力 、C■ を徹収、フイックスザイルを

回収 し、 BCに 下山 した。成功 と久 しぶ りの顔を

互いに見つめなが ら祝宴を開 く。

頂上か らの展望は北面のチベ ット高原が赤茶色

に広大に開けネパール側の険峻 な山塊 とは対照的

である。 また、眼前にせまるゴサインタンはやは

り高さを感 じさせるものがあった。

10月 14日、住みなれたBCを徹収、全員無事に

帰路 につ くことができた。

おわりに

今回の遠征は当初 より岳人長井 (山 形 )のH.A.J

会員を中心に進行されて来ましたが、新解禁で未

登峰の ランタン●りの許可取得に際 しま してはH.

A.Jを核 としま した周囲のご協力なくてはできな

かったと深 く感謝する次第です。

数多 〈の事故が発生 した中で 6名 の初登頂者を

見ま したことは大成功であったと確信 し接す。

合同登山隊なのでいろいろ困惑することもあり

接したが、 日本人同志は もちろんのこと、ネパー

ル隊員、 リエゾンオフィサー等の人間関係にも恵

まれま した。中でもリエゾンオフィサー とは共に

国境線について悩んだ り、 トランプに興 したりで

仲間のような付 き合いができたことも幸いで した。

接た、高度訓化の面でもほとん ど問題なく順調

な行動ができたことは高所隊員の全員が経験者で

あったことも要因として考えられます。

(植松秀之)
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中 岡 久

興奮の為か、初めてのC3泊 となった高度の為

かあまり眠れぬまま夜は明けた。風が強い。天幕

は一晩中パタパタしていた。C2も そ うであったが

このランタン●り南西稜上はすごい風だ。 4時、

シュラフを抜け出 し、朝食を作 り始める。 ラーメ

ンと紅茶だけの簡単なものだ。ゆっくり食べる。

今 日11日 の第二次アタック隊は飯沢副隊長 と僕の

二人である。二人 とも登山活動が始まってか ら全

く同 じ行動をとってきたので、呼吸は合っている。

この ランタン●り登山隊に僕が正式に決まったの

はすでに先発隊が出発 した後、僕の出発のわずか

一週間前であった。その為、僕 としてはあくまで

アタックは次善の ものと思っていたが、登山活動

に入 るとす ぐに昔か らの山仲間であるかのように

登山に打 ち込む事が出来た。そ して遂に僕にもア

タックの機会は来たのだ。

朝食後、出発準備をする。そ して 6時少 し過 ぎ

には出発 した。風は強いが、天候はす こぶる良い。

9月 末に 3日 間の大降雪があったが、10月 に入っ

てか らは連 日の好天で信 じられない くらいである。

それに昨 日の第一次隊の トレールがバッチ リつい

ている。 アタックヘの不安は全 〈と言 って良い程

なか った。あるとすれば自分に対するものだけだ。

僕 らはゆっ くりと登 り出した。C3か ら先は約 300

m弱 フィックス ロープが張ってある。

稜上に出て最初にフィックス してある 9爾40π

のナイロンザイルをはず し、僕 らのメインザイル

にした。稜上は今ままで以上に風が強 〈、寒い。

しか し、僕 らはフィックスをたよりに徐 々に高度

をかせ ぐ。南西稜は完全な リッジ状で右はランタ

ン氷河に、左はチベ ット側にス ッパ リと切れ落ち

ていて高度感がパ ツグンである。展望 もすばらし

く、右前方に望まれるツシャパンマは さすがに、

8,000π峰だけあって圧倒的である。 フィックス

をたよって約 200π も進んだ頃、一瞬意識が遠ざ

かった。気がつ 〈と二人共チベッ ト側にぶら下が

っていた。突風に飛ばされたのである。 しか し、

左手は しっか りとユマールを握っていた。落ちつ

いて ピッケルを雪面にさし込み、は うようにして

リッジまで上がる。股の間か らチベ ットの荒涼と

した氷河帯を見た時はぞっとした ものである。気

を引 きじめ直 して慎重に行動する事に して、再び

登 り始める。それに してもルー トエ作を行なった

山田登攀 リーダー と若尾隊員にはただただ感謝す

るのみ。

フィックスロープが終わる頃か ら傾斜はややゆ

るくなる。 しか し急稜な リッジである事には変わ

りない。安全を期 してスタカットで進む。風は強

いが第一次隊の トレールは残ってお りヽ非常に気

は楽である。チベ ット側を トラバースするように

なると雪面はい くらかゆる〈なり、風 もいくらか

弱 くなる。飯沢副隊長はコンテニュアスで行こう

か と言 ったが、僕には先程の事 もあり、 とてもコ

ンテニュアスはする気になれず、ス タカットで行

った。チベット側の トラバースが終わると正面に

大雪壁が望まれた。 ランタン●りへの最後の登 り

てある。第一次隊の報告によれば傾斜約50度弱、

150π位のビッチとの事である。その取付までは

広いゆるやかな雪原 となっており、 ここはコンテ

ニュアスで行 く。左手前方にはチベ ットの赤茶け
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ランタン・リ

頂上 (背景は

チベ ッ ト)

た高原がパーンと広がっているのが見え出 した。

ああ、 あれがチベットか、一度はは行って見たい

とい う思いにとらわれる。そ うしているうちに取

付についた。 ここで小休止、そ してランタン●リ

ヘの最後の雪壁を登 夕出す。風が強 く、顔が痛い。

また飛ばされたらそれこそ一巻の終りなので慎重

に一歩一歩登る。雪壁の一歩一歩は苦 しいが、 あ

と少 しで ピークだ。そ う思 ってただひたす ら高度

をかせ ぐ。確保は慎重に、ゆっ くり行なう。第一

次隊の事を思えば僕 らは第二次隊だ。い くらかで

も余裕を持たねばと思いなが ら登る。

C3を 出てか ら5時間弱、午前10時

“

分、 7,239

πのピークにいつか立っていた。 ピークはそんな

に広 くな〈、 3～ 4人でいっぱいになる。一瞬ボ

ーとなっていた。いろいろな思いが頭の中をかす

めた。 しか し、 ピークは風が強 く、いつまで も留

まる事は出来ない。早 々とピータでの型 どおヽ りの

儀式を済ませる。前面にはいつまでも僕 らを圧倒

するかのようにシシャバンマが立ちはだかり、そ

の左方には荒涼 としたチベ ッ ト高原がはるか遠 く

地平線まで拡がっていた。後ろを振 り返えると今

登ってきた南西稜が一気に ランタン氷河に落 ち込

み、右方遠 くマナスル山群が望まれた。 しか し、

その感概 も一瞬の間で、30分程で下夕始める。下

夕は登 り以上に慎重にゆっくり行動 した。 ピーク

が少 しづつ見えな くなる。取付に戻 った時、ホッ

とした。 しか し、まだまだ安心は出来 ない。今日は

C3を撤収 してc2ま で戻 らなければな らないのだ。

慎重にゆっくり下 り、 1時間半程でC3に戻る。さ

らにC3の荷を撤収してC2に向かった。C2の手前で

C2上部のフィッタス回収:と 僕 らのサポー トに来て

くれた山田登攀ターダーと若尾隊員に合流する。

しば しの歓談の後、僕 らが先行 してc2へ向かった。

そ してC2で の夜は 4人の仲間との楽 しい語 らいの

場 となった。

今回、僕が第二次隊であるとはいえ未踏の 7,000

π峰に登頂出来た事は正に幸運だった と思 う。何

しろ当初のプリクティがだめになった為、急遠参

加 した ランタン●りでは登頂は次善の ものと思 っ

ていたのだか ら。腹蔵な く迎えて くれた植松隊長

は じめ隊員の方 、々そ してHAJ事 務局の方々に

は心か ら感謝 している次第です。

1981年ネパール日本合同ランタン・ り登山隊

隊 長  植松秀之 (42)岳人長井

副隊長  飯沢 実 (31)岳人長井

登攀隊長 山田 昇 (31)沼 田山岳会

隊 員  若尾巻広 (31)諏訪山岳会

結城正明 (29)医師

那須宗一 (28)岳人長井

中岡 久 (31)東 京白稜会
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亜 留 奈

≪〔インド内務省は日本国籍にして日本国旅券保   んチェックインの締切り時間が迫ってきていた。

持者である○○○が 1977年 X月 X日 から△月△   思い余って職員に聞〈と、「 国際線出発ロビーに

日にかけRestricted Aieasで ある北・ 中央   行って〈ださい」と言 う。国際線 ?と は思ったも

0南アングーマン島の、Reserved Areasを   のの荷物をかかえてあわてて移動すると、確かに、

除 く地域に立ち入ることをここに許可するもので   すみの方にポー トブライアー行という札が下って

ある〕≫                      いる。国際線ロピーに国内線のIAの カウンター

こんな文面の許可証を思いがけな く手にしたの   があるとは奇妙に思われたが、いざ手続 きとなる

は12月 もかしせまった、ダージリン行 き直前にし   とパスポー ト・ 入域許可証はまだ しも、税関申告

たカルカッタてのことだった。私にはニ カ月前ァ   書・ 検疫報告書を書かされるにいたり、それはは

ンダーマン諸島への入域を申請 して ことわられた   っきりと不安に変って しまった。 ことによるとこ

とい う経緯があった。それが再申請を待たず して   れは出国扱いでビルマの トランジットビザを取 っ

突然舞い込んだのがこの手紙だった。        ていない とアンダーマンには行けないのではない

か。だ とすると、すでにビザの延長をしていた私

飛行機の出発は霧のため 2時間程遅れた。ヤシ   は公安への出発報告 も再入国のためのReturn

の木が眼下に去 ったあと、 ガンガー ●ブラフマブ   ViSaも取っていないではないか。それはとんでも

トラ河河口に沿って飛びつづける。数 力月前グッ   ない トラブルに自分が落 ちいることを意味 してい

力か らニューデ リーに向ぅたときに比べ水量 とぃ   た。いささか取 り乱 して「 出国の手続 きは何 もし

い水の色 といい、かなりの変化をみせていた。東   ていないが大丈夫か 」と聞 〈と、 IAの カウンタ

南アジアか ら飛行機でイン ドに向ったとき、「 あ   ―職員が一瞬怪訪な顔をし、そのあと少 しばか り

あ、ベンガルにやってきたな 」と感 じるのはいつ   力を入れて「 アングマーン諸島はインドの領土な

もこのデルタの風景を上空か らながめたときだ。   のだ 」と答えたのだった

約 3時間の飛行でラングーンに到着する。バコ・   20分 の休憩後、再びポー トプライアーに向 う。

グのような建造物が点在 し草地に囲まれた飛行場   今度はベンガル湾の上を目的地までひたす ら飛び

に着陸する。何 となく静かで数時間前に出たばか   続ける。

りのカルカッタと奇妙な対照感を受ける。 カルカ    青い海の色が淡い空色になってきたころ、飛行

ッタに 〈らべ格段に暑 〈ムッとする。男の人達の   機は ぐっと高度を下げ、ヤシの本が一面に茂 り、

ルンギー姿が 目につ く。 この数 力月後 に今度は正   意外 と高低のある南アンダマ~ン 島の飛行場に着

式に ビルマを訪れることになるのだが、 このとき   陸する。

ビザなしでビルマの地を踏んだとい うのは妙な感1    同行のオース トラリア人家族の 4つになる男の

じだった。そ ういえば、今朝の出発の時の出来事   子が、一番にタラップを駆け下 りていって、両手

を思い出 した。事務所か らの連絡パスて空港に着   を腰にあて、あたりをへいげい し、一声「Here iS

いた私は早速搭乗手続きを しようと思いポー トブ   AnmmnISlmd.″」と叫ぶo私はあい変 らずのセ

ライアー行の便のカウンターを探 したのだ。 とこ   ~夕 ~姿でその後に従 う。

ろが、国内線出発 ロビーのどこを探 して もそんな    飛行場 といっても大 きな管制搭や空港 ビルがあ

ものは見当 らず、 うろうろ しているうちにどん ど   るでもな く、滑走路までタクシーか他の車が入 り
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こんできていた。荷物の受け取 りも飛行機の上っ

たその場所で行われた。

まず 公安警察のお出向えを受けパスポー トと許

可証をあずけさせ られる。宿は別 に予約 もしてい

なかったがどうや ら旅行者用のはひとつ しかない

らし〈 (当時)、 そのTowist Homeへ と向 う。

こじんまりとした起伏が続 き、道はその間をぬ

ってい く。陸地がつまり海に囲まれた有限の土地

だなとい う感 じが、そこここにただよっている。

ここが今か ら35年前 (旅行当時)、 1942年 3

月23日 に日本軍に占領された土地なのだ。そ して

戦後生れの私は一旅行者 としてこうして旅行 して

いる。 インド現代史を学ぶ者である私は、 このあ

と占領期前後の様 々な事実に出会 うことになる。

Tourist Homeは Aberdeen Bazarを 通 りしば

ら〈行った、静かな岬の上に建 っていた。平屋の

蒲洒な作 りのところだ。テラスに出るとカルカッ

タ～ポー トブライア~～マ ドラースの周回航路の

船が着 〈Ha“o Jettyを 奥にひかえた湾が見下せ

る。波もな 〈青い静かな海が限下にひろがり、そ

れがずっと水平線まで続いてかすんでいる。

相変 らず熱の下 らない私は、 日がな一 日そのテ

ラスにすわって海 を見ているのだった。 インドに

着いて以来、気負い込んで旅行 してきた心 も休ま

るような風景だった。太陽の動きにつれ、湾内の

海は色を変えてい く。その中をマ ドラースに向 う

船が出てい 〈。湾を出るところで汽笛をひびかせ

る。二年前の沖縄を思い出す。

Aberdeen Bazarは島内″ヽのパスター ミナルか ら

は じまっている。パス ター ミナルは天丼の高い四

方吹き抜けのいかにも南の島らしい作 りのところ

だ。そこを通ってバザールは 500メ ー トル程直線

につづいている。生活必需品はすべてそろってい

る。大 きなヤシの実がこの島 らしい。冷たい飲み

物は何 もない。氷をけず 夕何やら毒 々しいシロッ

プをかけた食べ物 と、塩 と氷で温度を下げ砂糖水

を凍 らしたなつか しいアイスキャンデー屋 ぐらい

しか目につかない。冷たいコカコーラなどはあり

もせず、ただビンだけがな らべてある。陽射 しは

刺す ように強い。

パザールか らTourist Homeま で海ぞいに歩い

て40分位はかかる。途中陽の光を遮るものもな く

ただでさえだる (熱 っぼい身体なので 日中はとて

も出歩 く気がおこらない。

Tourist Home下 のFisheries Jettyに船体に漢

字の書かれた船力ヽ 気がついた時か ら停泊 してい

た。台湾の船だった。

ComnissiOner Cowtは パザール横 の丘の上に

建 っている。下か らゆっくりと登ってい くと入口

に古い建物が建っている。確かこれは前に本で見

た ことがある。その前で日本軍の上陸部隊が整列

している写真だったろうか。

Commissionerを許可証のことで訪れ る。役人

のほとん どは占領時代か らこの島にい る人だ。役

所は昼休みを二時間とって、ほ とん ど四時には終

ってしま う。古い木造の三階建がオフィスになっ

ていた。Conmissionerの 部屋の入口に腰かけてい

たチャプラースィー (雑用係)の老人が私 を見て一

瞬息をのむ。「 ニッポンジョー トーカ、ニッポンジョ

ー トーカ」。それが 日本語の単語だと理解するに

は時間がかかりす ぎた。彼は交代時間が来るのを

待 って私の手を引 くように して裏手にある職員専

用の休憩所に連れていった。 自分はグ ラスでお茶

を飲み、私の目の前にはお菓子 とコー ヒーカップ

に入ったお茶が置かれていた。「 ヤギ先生 とい う

先生に教わり、みんな坊主にさせ られ 日本語を教

え られた。食事はヤシの実 とチャパテ ィーだけだ

った 」。ハンカチの結び 目をほ どき、その中に く

るんだ小銭をとり出 し彼はか茶代 を払 った。

この時期のアンダマ~ン 諸島の旅の ことを詳 し

く話すのにはもう少 し時が必要なようだ。「 戦後

32年、、は じめての日本人だ」とい う彼 らのせ り

ふはまずはノー トにとどめてお くだけに したい。

帰 りは船でマ ドラースに出ることに した。 5日

間かけてのベンガル湾横断の旅になる。就航 25年

目とい うM.V.Andammがその船で牢獄のような

_二人部屋で船賃 260ル ピ~だ った。 イン ドの旅に

も馴れていたつ も夕の私だったが、 Bwk class

だけには乗 りた 〈なかった。

マ ドラースに着 くころには悩まされつづけた熱

もすっか りとれていた。真黒に陽焼け していた。

(こ れは 1977年 のメモで今では旅行事情 も大

きく変っている。 )
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里未踏への誘い (カ ラコルム・ヒンドゥークシュ編)

インド領カラコルム その1

サセール・カンリ山群

稲田 定重
サセール 0カ ンリI峰西面 (AAJ)

本誌 90号～ 101号に連載 した「 末踏への訪い」ではインドヒマラヤを扱 った。今回その続編として「 力

ラコルム・ ヒン ドゥークシュ編 」を連載開始する。 とりあえずイン ド領カラコルムとしてサセール・ カン

リ ,マ モス トン・ カンリを2回にわた って掲載するが、以後カラコルム・ ヒン ドゥークシュ各山域をそれ

ぞれの精通者に執筆をお願い し、毎月お届けする。 どうぞご期待を。

イ ン ド領 カ ラ コルム              °)リ モ・ ムズターグ (Rimo Muztagh)
South  TerOn  group

KOメ ースン、F・ E・ ヤングハズバン ドら当    Sherkar grOup
時 の著名な地理、測量、探検関係者が集まってヵ    Kl回 dan  grOup
ラコルム協議会が開かれ、 カラコルムの命名・ 区   ●サセール ムズターグ (Saser Muztagh)
分が検討された。 この中でカラコルムの東部境界    Sager group
は シャイコーク河 (ShyOk R)の 大屈曲までと    Chhushkun group
した。 リモ氷河を源頭 とするシャイヨーク河は、     Shuupa Kanchang grOup
そのす ぐ下流でカラコルム峠およびその東方デプ    Arganglag group
サン高原の北を源とするキプ・ チャップ河 (Chip   Kunzang group
Chap R。 )を あわせ、 マモス トン●カンリ      Shyok group

(Mamstong KlalBri)、 サセール ●カンリ (Sa   FΠ
・ パ lヨ ナ音

¬ser Kangri)の 東を南下 し、ノくンゴン湖       rr  
申 ′し

(Pangon Tso)に 発する支流をのみこんでサセー    われわれがパキス タン領 カラコルムの東端かよ

ル ●カン山群の南端で突然流れを北西に転ずる。   びイン ド領カラコルムをめざす場合最 も気になる

カラコルムの東の境界はシャイヨーク河によって   のは両国の国境がいったいどこを走 っているかで

区切 られている。                  ある。国境の うちカフコルムを横断する部分は直

「 イン ド領 カラコルム」とは、 1949年の第 1次   線的に引かれている。通常の国境のように地理上

イン ド●パキスタン戦争停戦により画定 された国   の妥当な線で画定されたものではない。無人地帯

境 (停戦 フイン)を境 としてイン ド領内にあって   は一直線である。

地理上の「 カラコルム」の区分に属する山群 を指    越境問題はヒマラヤ登山史の中で幾つ もの事例

しての仮称である。                が見 られるが、 この地域などは最たる危険をはら

この区域内に所属するのは、 カラコルム協議会   んでいる。ま して、緊張関係が今なお持続する印

の区分による下記のグループである。         パである。パキス タンが国内のほとん どの山を開
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サセル・ カンリ km 6681

Ｎ
Ａ
４
Ｖ

6750
クピ

プ ポチェ

7495

ミィ

′
―
ク

ノ

寄

や

W

ンカ

ヌ
プ
ラ
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イグール rっ の ρ ハ

′″
ク

ク チ
水″′

て何 らかの了解があったと伝え

られるが明らかではない。たて

まえはともかくとして、両地区

とも現状の実効支配線をめぐっ

てニュースになるようなトラブ

ルは見られない。

アクサイチンは、 シヤイヨー

ク河の東に広がる広大な高原地

帯で、荒涼たる無人の地である。

新彊省とチペットを結ぶ新彊、

チベット自動車道路がバンゴン

湖の東からアクサイチンを南北

に縦断 しカラコルム峠の北でヤ

ルカンド河沿いに新彊に至って

深田久弥「 ヒマラヤの高峰 」自水社より転載         ~ いる。1959年 には じまる中印国

放 している現在、その東端国境まで登山隊が入る  境粉争 では、 カラコルム峠の南東のキプチャプ河

ことが可能になっている。             流域、サセータ 0カ ンリ東北のシャイヨーク付近、

しか し、 イン ド側はその西部国境付近に厳重な外   バンゴン湖付近で両国軍による粉争が起 っている。

国人立入禁止区域 を設定 している。国境付近の氷    両国発行の地図を見ると国境線は相互 に入 りこ

河がほ とん どイン ド側に向けて流下 している地理   んでいる。中国側の地図に よると、実効支配線は

的特性か らも細心の注意が必要である。       シャィョーク河左岸におよんでいると主張 してい

現在、 中国・ イン ド●パキスタン3国の国境は   る。いづれに しろこの地域 をめ ぐる双方の主張の

カラコルム峠 (5,574m)において接 している。   根拠は 17世紀にまでさかの′まり、 きわめて複雑 で

印・ パ国境は峠か ら南西に走る。 Central R油 o   ぁる。近い将来に明確になるとは思われない。

氷河 とSouぬ Rimo氷河の合流点か ら約 41m上流   ィン ド領 カラコルムおよびパキスタン東部国境付

のP.19472付近、SouthRimo氷 河のPoint 5225  近は、大 ヒマラヤにおいて最 も未解明な地域であ

NorthTerong、 SouthTerOng、 sherkar chOrten   夕、未踏峰の宝庫である。早 く緊張要因が去 って

3氷河の合流点付近、S iachen氷 河末端の      自由に入域できる日の 〈ることを切望 している。

Dzingm晩 の上流約 l kn、 Saltoro Rangeを 横断

し、76年飯田山岳会隊が登頂 したGhattm(6,620   サセ ~ル
・ カンリ山群

m)の東を南下し、Korisa氷 河から南にまっす ぐ    ラダックの首都レーからカル ドゥン●ラ

"urduシャイヨーク河に至り、Charunloの 約 2 hl付近   血g12)を越な シヤイヨーク河、ヌブラ河 Nibra
で河を渡るo                    R。 )沿いにサセール●ラを越えてカラコルム峠

中・ EE□ 措                  にいたる道はひじょうに古 〈から歩かれた交易路
= ~l~~‐ ′‐

                  である。わが国の大谷探検隊 もこのルー トを南下

ラダックの北方山域への入域を困難にしている   している。初期の探検者の多くはカル ドゥン●ラ

もう一つの問題は中国とインドの国境問題である。  を越えヌブラ河傾いヽ らサセール山群にアプローチし

中国とインドの間には、東部のマクマホン●ライ   ている。 I峰 に初登 したインド隊は、 レーの南の

ン (ブータンの東)と 西部のアクサイチンをめぐ   チャン●ラ (Chang La)を 越 してシャイヨーク河

って大きな見解の相違があり、両区間の間の長大   に下り、アッパー・ シャイヨーク河をさかのぼっ

な国境の幾個所かでも局部的な係争地域がある。   て山群の東側から接近 している。

近年、マクマホン●ラインとアクサイチンに関し    サセール0カ ン リグルー プの主要 ピークは北
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サセール●カンリⅢ峰東面 (AAJ)

か ら、Ⅳ峰 (ク ラウド・ ピーク 7,415m)、 I

峰 (7,672m)、 Ⅲ峰 (7,495m)、 Ⅱ峰 (7,513m)

で、 Ⅱ峰の西にサカン 0ピーク(Sakang Peak

6,943m)が ある。 6,000m峰はひしょうに多い。

これ らの うち登頂されたのは下記の峰である。

I峰 (1973年  J● シン隊)R6140 R6187

P6187 P6553 P6855 (1970年  H,V,パフ

グナ隊) サカン●ピー名 R6401(1956年
N,D。 ジャル隊) ル ックアウ ト●ピーク

P62"  (1947年  J・ 00MOロ バーツ隊)

● サ セ ール・ カ ン リ I峰 (7,513π )

東面の氷河の名をとってシュクパ・ クンチャン

(Shukpa Kunchang)と も呼 ばれる。Ⅲ峰 との

間のコルは 5,940mで、 1947年の ロパーツ隊が西

面のサガン●ルンパ氷河 (Sakang Lungpa G,)

か らこのコルに達 している。

東面か らのⅡ峰はシュクパ・ クンチャン氷河に切

れ落 ちている短かい東稜 とⅢ峰のコルヘ続 く北西

稜、c6,700πへ続 き顕著 なコルをつ 〈る長い南西

稜ともに稜線はやせていて手 ごわい。

東面か らのⅡ峰は「 赤い岩の大 きな城 」のように

見えたとロパーツは書いているが、ルックアウト

・ ピークか らのロパー ツの写真を見ると巨大な量

感をもった岩の ピークである。東面か らⅡ・ Ⅲの

コルヘは雪壁 となっているが比較的容易に達せ ら

れる。 しか し、稜線はギャップの多い岩稜で困難

な登攀 となろ う。サカン 0カ ンリか らも一旦落 ち

こんで登る岩稜である。 1956年、NODOジ ャヤ

ルのイン ド隊は、 I峰を断念 してⅡ峰に転進 した

+E-)v .hv Ufr.frEE (AJ )

がサカン●ピークに達 しただけである。

●サ セ ール・ カ ン リⅢ峰 (7,495π )

I峰 とⅡ峰の間にある。西面はサカン●ルンパ

氷河の上部プラトーの奥にあってⅡ●Ⅲのコルか

ら登ることができる。 コルからは岩稜だが上部は

広い雪のス ロープで台形の頂稜を持 っている。

東面のシュクパ・ クンチャン氷河側の支稜はいづ

れ も急稜なパットレスをな している。

I● Ⅲのコルか らも充分可能で、上部は雪稜であ

る。東面氷河か らI● Ⅲのコルヘは容易に達せ ら

れる。

●サセ ール ●カ ン リⅣ峰 (■ 416π )

I峰のす ぐ北にあるが写真・ 記録 とも未見であ

る。

この山域に入るには、山にと,付 く前にアプロー

チの問題がある。 カラコルムの巨大な氷河を源と

する河川は初夏か ら急激な増水に見舞われ、徒河

徒渉を困難にする。特にシャイヨーク河の増水は

ひどく、夏期のキャラバンば想像を絶する困難を

ともな う。里か ら離れているだけに橋はなく、河

幅は広 〈て架橋 も不可能である。1973年のインド

隊は飛行機でレーに入 り早いキャラバンを開始 し

て往路は成功 した。 しか し、帰路は増水のためシ

ャイヨーク河 を下れな くなり、北上 してサセール

・ ラを越えてヌブラの谷を経由 した。 キャラバン

の総行程は 60叫mに達 したという。

また、入域は依然 として困難である。

次号では、マモス トン●カンリを中心に印パ国

境沿いの山々について記す。   (つ づ く)
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東海大学ネパール・ヒマラヤ登山隊
(ビツグホワイトピーク 7083m)

出席者  出利波義次 (副隊長)   0聞 き手 角田 不二
黒川 隆史 (隊 員 )

山口  洋 (隊 員)

ヒマラヤヘ出発直前、それはどんな人にとってもとてもステキな季節であろう。皆、それぞれに精神が

高揚 している筈である。そんな時期の仲間たちの姿をとらえてみたい .′

―
そんな期待を込めて、新連

載企画 “VISIT IO Hm□ L関口N(LDBING:HnM"を スター トさせてみた。第 1回は東海大学 ビッ

グホワイ トピーク隊。 さて、 どんなハナシが出てくるか ノ。,

中国からネパールヘ転進     ^“ ll i;I′為緯でネパールヒマラヤ、そし
一

ヒマラヤ遠征は初めてですか ?       てピッグホヮィ トピータを選ばれたんですか。

出利波 ネパールヒマラヤは東海大 としては初    出利波  1979年頃か ら中国を考えていたんで

めてです。過去にヒン ドゥークシェとかアラスカ   す。 ウチの大学の海洋学部で中国へ船を出 したこ

には行ってま したが。               とがぁって、史占春 と会っていろんな話 もしま し

―
ヒン ドゥークシュとい うと ?        た。それで ミニヤコンカあたり考えていたんです

出利波 だいぶ昔なんですけど、 OBがルンコ   が、 あまりにもお金がかか りす ぎることがわかっ

―に登っています。                て魅力を感 じな 〈なってしまった。それでネパー

ー
ああ、鈴木政孝さん とあと法政の人です   ルに変えたんですが、私たちは処女峰とかそ うい

か、 あの時代 としてはすごい登 り方 したんですよ   うことはあまり意識 していない。ただあま夕にも

ね。                       頻繁に登山隊が入っているような山は避けたかっ

出利波 ええ、まあ。で、そのあと 1968年に   た。まあ、 ビッグホワイ トピークならここ2υわ近

ティリチミールに行ったのですが、 これは残念な   〈も空自だ し、かつて全日本岳連隊が 3回 も挑ん

が ら登れなかった。それ以後 ちょっと沈滞ムー ト・   でやっと登ったとい うような由緒正 しい とい うか

になりま してね。やっばり大学山岳部 って波があ   登 夕甲斐のある山だろうとい うことになったわけ

りますか ら。まあ、その点今は割合動けるメンバ   です。ただ山を決めた時点ではジョイン トなんて

―が揃っている時なんです よ。 2年 ぐらい前から   ことはまった く考えていなかったんです。 ところ

ヒマラヤを前提 とした大 きな山行にとりくみまし   が申請 してみたら、向 こうか らジョイン トだと云

てね。冬期の北アの横断、鹿島槍～牛首尾根～ガ   われて、 ちょっと戸惑いま した。「 山を変え よう

ン ドウ尾根～剣 とか、縦断 として西穂高か ら親不   か 」なんてことも少 し考えま したが、まあNMA
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とのジョイン トとい うことでなん とか折合がつき   秋に遠征をやったんですが、そこのクラブの現役

そ うなので、そのまま進めたわけです。       主将が ものすごく計画に熱意を持 っていたんです

一
山選びの段階 で意見の対立はなかったん   ね。 で もチーフリーダーというのは現役の活動に

ですか。                     責任のある立場だか ら、長期間部 を留守にしては

出利波 ウチのような大学山岳部の場合、いわ   いかん ということで、 OB会の許可が得 られず、

ゆる社会人団体 と違 って、 ピラミッド型のタテ社   泣 く泣 〈断念 した とい うんです。そのあたりのこ

会なもんで、そ うい うことはありませんね。私 と   とどうか考えですか。

隊長の加藤の間では「 もっと他にいい山があるの    黒川 その点僕 らは恵まれていて、今 4年が 5

ではないか 」とかいろいろ話 もしましたが、学生   人いるんです。だか ら僕 と山口と2人抜けてもさ

連中は「 とにか (ど こで もいいか らヒマラヤヘ行   ほ ど問題はない。

きたい 」とい うのが殆 どだ し̈ ・̈・・・・。         出利波 主将は この 2人の他にいるんです。彼

―
じゃ若い方はどうですか。副隊長サンの   は魅力を感 じなかったのかどうか知|り ませんが、

前ですけ ど「 本当は俺は もっと他にや りたいとこ   この計画には参加の意志を示さなか った。

ろがあるんだ 」みたいなハナシがあったら、聞か    
―

もし主将が行 きたいと云 った らどうしま

せて欲 しいんですが。                す ?

黒川 今度の計画は、現在のクラプの力量か ら    出利波 技術的には特に主将が優れているとい

判断 して、まあ必然的 に出てきたと思います。で、  うわけではないんで、今の 4年は皆平均 して一応

ちょっと時代主義的な感 じもするんですが、「 ど、  信頼できるレベルに達 しています。 ただ、部をま

うしてもこうしてもヒマラヤヘ行 きたい 」とい う   とめてい 〈とい う立場の違いなんですね。で、結

欲求があるんです。 ところが、それほ どヒマラヤ   局 OB会で協議することになるで しょうが、まあ

について知識があるわけではないので、僕 らには   難 しいかもしれませんね。 しか し、現役の側から

どの山が どうだとかい うことがあまり云えないん   そ うい うこと (主将の遠征参加)は云い出せない

ですね。ただビッグ ホワイ トピークとい う山を見   ん じゃないのかな 。どうだ、君 た ち。

ると、僕 らの山登 りにあっていて、 しかも割とか    山 口 これはあ〈までも僕個人の意見なんだけ

もしろそ うだ し、登れるん じゃないか と思いま し   ど、それは情況 しだいだと思います。主将の留守

た。                       中に誰かがキチッと代行を勤めるとか、そ うい う

山口 まあ今まで精一杯 日本の山を登ってきて   責任体制が確立できれば可能なん じゃないかと思

ようや く海外の山にも興味を持ち始めたとい う段   いますが。

階ですか らね。そ うい う時期に今回の ような計画    
―

実は私 も大学山岳部出身なので、割とそ

が出てきたので「 それ じゃ行 こう、ぜひ行 きたい 」  の辺の ことはわかるんですが、いずれ ヒマラヤに

となったんです。だか ら主脳部で計画を煮つめて   限 らず、部活動 と自分のや りたい ことの両立が難

それに僕 らが参加するとい うパターンになります   しくで、 ちょっとジレンマを感 じるってい うこと

ね。今回はとにか く経験 してみて、でも次は自分   あるでしょうね。

でゃってみたい とい う気 もあります。         黒川 あります。それは当然あります。でも、

黒川 やっば 夕そ うい うパターンになります よ。  やっば り先輩に教え られた技術は後輩にも教えて

まだ僕 らの世代には主張するものがないですか ら。  あげなければならないとい う義務感があります し、

それに今、僕 ら4年部員なんで、現役の部活動に   しょうがないです よ。

大 きな責任がありますか ら、まずそっちをキチッ   
ー

大変優等生でいらっしゃる (笑)。

とやってその人にヒマラヤとい うことになります。   黒川 えっ、 あ、そ うですか (笑)。 ただゥチ

部活動とヒマラヤと・…・。       3『 31:見 ]撃薫∵l学唐菫全慮:『 1

-私
の知っているある大学山岳部が、 この   き る と ころな ん かが あ っ て、 ボルグ リングの
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好きな人なんか、ちょっと授業のあいまと力、 あ

るいは授業をさぼってちょくちょく出かけたりし

ています。僕なんか、まあまあ部をやりながらも

好 きなことをやってるんです。

やはり確実に頂上に立ちたい

一
じゃあ、ぼつばつ遠征の具体的なハナシ

をうかがいたいと思いますが。メンバーは何人です

か。

出利波 6人です。 あとジョイン トですので、

ネパール側か ら3人入って全部で9人 です。ネパ

ール側 といってもシェルバですけどね。

一
ネパールでのジョイン トとい うのは、普

通の遠征 よりもお金がかかると思いますが、個人

負担はどの ぐらいなんですか。

出利波  40万か、あるいは もっとかかるかもし

れないけ ど50万以上には絶対にしないつもりです。

とい うのは来年は東海大学創立 40周年にあたって

いて、大学の事業の一環 としての協力体制ができ

てますか らそれでできるわけです。まあ大学が協

賛 とい う形です。はっきりと大学主催の事業 とな

った ら個人負担なんてゼロの筈ですか ら。

一

それはいいですね。 ネパールの 7,000π

級をシェルパを使ってオー ソ ドックスな登 り方 し

た ら、 1人あたり80～90万はかか りますか らね。

出利波 大学の副総長の松前達郎が山岳部長で

して、そ うい う意味では恵まれています。

山口 80万とか90万なんて云われた ら、僕なん

か もうそれだけでダメです (笑)。

黒川 40万だって学生の身分では楽 じゃないで

す よ。

山口 もともとお金なんてぜんぜん持 ってない

し、結局親に借 りるしかないですか ら。出世払い

とい うか、就職 したら返す とい うことで。

一
いや、それに しても40万でビッグホワイ

トピークに登れればこんないいことはない。ルー

トは初登ルー トですか。

出利波 そ うです。 ランタン側か らランシサ氷

河経由も考えま したが、下部が悪いんです。あと

ドルジェラタパ氷河側は、氷河の手前の峡谷部が

通れな〈て、結局全 日本岳連のルー トが最 も理想

的ですね。登攀内容 も興味深いものがあるし、加

藤幸彦 さんの話ではかなり厳 しい ようなんですが、

まあそれは20年前の ことですか ら。

一
ルー トの内容はどんなふ うなんですか。

出利波 下部の氷河がやた らと長 くて、スキー

ができるような所が 20 kmも つづいているんです。

その前後にちょっとしたアイスフォールが 2ケ所

ありますがね。でもこれは弱点をつけばたい した

ことはない。上の稜線へつきあげる所 なんかは、

写真で見てもちょっと厳 しそ うです。

一
 もちろん隊長さんや副隊長さんは充分に

検討 されて妥当な所 を選ばれてるんだ と思います

が、若い方はどうですか。可能性は低 くなって も

未踏ルー トに行 きたいなんて考 えませんか。

黒川1 僕 らが もっと経験積んでれば、 もっと違

うルー トも考えたと思いますが、初めてですか ら

ね。やは ,こ のルー トしかないと思います。

山 ロ ア ドベンチャー精神が足 りないと云われ

るか もしれません力ヽ やはり僕 としては確実に頂

上に立 ちたいし、まあいずれはパ リエーシ ョンを

考えるか もしれませんが、まずはここをと思いま

すね。それに登攀内容は決 して易 しい ものではな

い。

一
登 夕方はどんなふ うにお考えですか。

出利波 やはリオーソドックスな極地法です。

ただ、私たちのクラブでは普段か ら氷雪壁にかけ

るスタカット,コ ンティニュアス とい うものにも

のすご く力を入れて研究、努力 してるんです。だ

か ら今回 ヒマラヤでそれがどこまで通用するか試

してみたいと思っています。まあ、 ファイナル液

では危険箇所については安全性を高めるためにフ

ィックスするつもりですが、アタックの時はそ う

いった ものの成果を期待 しています。

一
ロープはどの くらい持っていかれます ?

出利波  2,600π です。

一
これをやっつけたら、次は もっとレベル

の高い ヒマラヤをお考えですか。

出利波 ええ、やは夕8,000の ジャイアン トを

ね らいたいですね 。

一
がんばって下さい。今 日はお忙 しい とこ

ろありが とうございま した。

(11月 29日  新宿 カ トレ アに て )
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花を求めて (16)

水野 勉

だらだらとつづくこの「 花を求めて」もようや

くはくの好きな本の領域に入ってきた。というの

は、これから扱かうとするレジナル ド●ファーラ

ーはそれまでの人びととちがう。すぐ前のジョー

ジ●フォーンス トとも明らかにちがう。たぶん、

ファーラーの最大の攻績は、中国奥地の花々を採

集 したこと自体にあるのではなく、そのことを魅

力ある文章で書いたことである。この本を出すこ

とによって、 じっさいにかれの著作を読んだ人び

とばかりでなく、 もっと広範囲にわたって影響を

与えた。そして、かれが著作で書いた植物や花々

は一般大衆が求めるところとなり、広 〈栽培され

るようになった。はじめは、 ヨーロッパ・アルプ

スの高山植物を主として紹介 したけれども、主著

on the Dves Of the ttrldに 91つ 2volsおよび

The Rainr(Ⅳ  Rid,(192つ が現われて、極東の植

物や花々がたいへん一般的に栽培される刺激にな

った。更に、植物愛好者ばかりでなく、この二著

は中央アジアの地理に興味を抱 く人びとをも魅き

つけたのである。

ややオーパー気味に語られる、その生き生きし

た描写、いつも快 よくひびく感情などで、多くの

人びとを庭園の花々へ誘い入れたのであった。か

れ自身、山々の中でいつも楽 しんでいたのだった。

ここでファーラーの出現の新鮮さを明らかにす

るために、いままでの園芸界のことを少しかえタ

みてみよう。19世紀はじめになると、たしかに、

園芸協会はできていたし、園芸のエリー トたちも

いて、中国の園芸植物を紹介 しようと熱心になっ

ていた。けれど、 しつに少数であった。

当時はまだ園芸の大衆化がひろまっていなかっ

たのである。需要はごく一部の人びとからであっ

て、いくら普及しようとしても、 うけ入れる場が

なかった。 ロパー ト●フォーチュンなどが出て、

い 〈らか一般化 したけれ ども、全 〈とるに足夕な

かった。第一次大戦までは、園芸界は ヴィク トリ

ァ時代 と同 じような状態であった といえよう。 ウ

ィルノンがさかんに四川省の珍 しい植物や花々を

紹介 したけれ ども、大衆の庭園にまではひろまら

なかった。限 られた植物園や専門家の間に知 られ

ただけであった。 このため、現在では ウィルソン

の採集 した植物をみつけることがむずか しいので

ある。

第一次大戦が終ると、戦争によって紹介がなか

ったことに対する反動 として、そ こに一般的な園

芸需要が増大 した。それに、 ジョージ●フォーレ

ス トやキング ドン●ウォー ドが出現 してその需要

に答えたし、 レジナル ド●ファー ラーの著作が、

アジアにおける花 々に対する一般的な興味をかさ

立てた。

あまりにファー ラーの本のことばか りいうと、

いかにもかれが採集者 としてはあまり活躍 しなか

ったように聞えるが、そ うではない。かれ自身す

ぐれた採集者であった。植物に対 して鋭い目を持

っていた。ただ、植物採集者として よりは、その

紹介者 としての方で、かれの優秀さが発揮された

のである。かれは雑草数をひど〈嫌 っていた。そ

れてそれ らの標本を採集 しようとは しなかった。

植物学的立場か らみると、未知の地域 にかけるあ

らゆるものが採集される価値があるのだから、か

れの方法はまちがっていた。かれの 2回 にわたる

遠征が、非常に植物の豊富な地域で行なわれたに

もかかわらず、わずか 1920種しか採集されなかっ

た ことを考えれば、 よ〈わかるであろ う。

レジナル ド●フォー ラーは 1880年に生れた。子

供のときは身体が弱かったので、 ヨークシャー州
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イングルボローの家庭で教育をうけた。そ こは石

灰岩の丘陵地帯にあり、 プリラン諸島でも最良の

山の植物がみ られた。少年のときか ら、山岳地域

が好 きで、14才 のときには じめて自分のロック・

ガーデンをつ くった。ォクスフォー ドに行ってか

らは、大部分の時 日をヨーロッパ ●アルプスで園

芸を植物採集に費や した。

1913年にかれは The_Lglish Rock Gar“ nを

書いてから (それが発行されたのは 1919年であった)

かれの関心は中国に向け られた。図書館で植物

(中国の)について熱心に研究 している間に、か

れは北西甘粛におけるプルジェヴァルスキーとポ

ターニンの植物採集の記録にひきつけ られた。そ

の地域 には高山植物が豊富で、更に調査すること

必要があることを感 じとった。かれは同行者 とし

てウィリヤム●′く― ドンをえ らんだが、パー ドン

はす ぐに1911年に秦嶺山脈を旅行 した経験を持っ

ていた。す ぐれた旅行者で、最後には中国政府の

森林監督官になったが、いつもひっこみ思案で、

表面には出たが らず、 ファー ラーの影にか くれて

いた。パー ドンは中国をよく知 っていて、中国人

か らもよく慕われていて、甘粛遠征が成功 したの

は、かれの人格 と知識によることが多い。当時の

甘粛チベット国境は不穏な政治状況 にあって、治

安 もたいへん悪かった。

第 1年 目、1914年には、 ファーラーとパー ドン

は蘭州の南の丘陵地帯で仕事をした。 この地域は

かってポターニンが仕事をしたところで、特にそ

の仲間ペレゾフスキーは珍 しい動物を発見 してい

る。 ファーラーはその記録の上でいつ も中国語の

地名の一般的な表記を採用せず、 自分独自の発音

で記 しているので、かれのルー トをたどるのはい

いささか苦労する。

ここでVidwmm fragransを野生種 としては じ

めてみつける。 この植物は何世紀も前か ら北部中

国ではポ ピェラーなものだったが、その原産地が

発見されたのは このときは じめてだった。

第一次大戦のため、 ファーラーの 1914～ 15年

に採集 した植物はほ とん ど生 き残 らなかった。

蘭州で冬を過 した後、かれ らはココノールの方

へ向い、西寧まで行った。 この辺はプルジェヴァ

ルスキーが仕事を したところだったが、なぜ、か

れがこの地域 に魅.き つけ られたか、 ファーラーに

は理解できなかった。植物があまり豊富でなかっ

たか らである。 しか し、サクラノウを数多 く発見

したり、重要な花を三つ紹介 している。 Aster

Farreri,美 しいパラRosa Farreri,・・̈ ・香りのす

るエーデル フイスLeOntopod“m haploplVlloides

などである。

ファー ラーが帰国すると、園芸のすべてのプラ

ンなどは戦争で消えて しまった。かれは情報省に

勤めた。かれの唯一の慰めは著作であった。 ()n

the Eaves ofthい Юrlざおよびthe RainbOnBridge

は 1916と 1918と の間に書かれた。しか し、戦争が

終ると、ふたたび英国をはなれた。今度同行 した

のはコックスであった。 ファー ラーが狙 ったのは

ウィルノンの仕事を した湖北お よび四川の地域で

あったが、 これは問題外だった。雲南は ジョージ。

フォレス トによって組織的に調査されていた。ネ

パールに も強 くひかれたが、それは不可能だった。

甘粛にふたたび行 くつ も夕はなかった。残ったの

は北部 ビルマだった。中国国境付近は山岳地帯で

探検のプランク地域だった。

かれ らは 1919年、北部 ビルマの鉄道終点 ミトキ

ナか ら北へ 150マ イルほ どのところにあるピマウ

を基地 としてえらんだ。かれ らは 3月 か ら11月 中

旬まで熱心にこの地域 を調査 してす ごした。 しか

し、低い地域はモンスーンによるものす ごい密林

と竹藪のためどうすることもできなかった。

1919～ 20年の冬ルコックスが帰国 した後、 ファ

ー ラーはマィミヨで数か月をすごした。かれはイ

ラワジ川の西支流、マ リ0ハ をさかのは り、 フォ

ル ト●ヘルソまで行 き、東へ向った。そ こはかれ

らが前年 にいた地点か ら120マ イル北方にあたっ

ていた。 この年はファー ラーにとって辛い年であ

った。気候は悪い し、 しつに不便な場所だった。

そ こでかれの体力は消耗 して しまった。1920年10

月17日 に、かれは死亡 した。 もし生 きていたら、

かれは何を したか 、推測するのはむな しいが、た

ぶん、 ヒマラヤヘ花を求めたかもしれない。 ある

いは採集の現場か ら引退 して著作に専念 したか も

しれない。 コックスはFarrer's Last JOumeyを

その紀行 として書いている。     (つ づ く)
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春のカンチェンジュンガ登山、夏のパキス タン

の山旅、秋のガンガプルナ登山を終えて 9カ 月ぶ

りに日本 に帰ってまいりま した。夏まではまあま

あ楽 し〈やっていたのですが、秋に大事故を起 じ

てしまい、大 きな坐折感 とともに日本の土 を踏ん

だしだいです。事故処理 も一段落 し、再び「 ヒマ

ラヤ 」の編集を担当することになりま した。私個

人 として も捲土重来また新たなるヒマラヤの高峰

をめざすつ もりですが、「 ヒマラヤ」誌面におい

ても、今年は新局面を打 ち出していければ と念 じ

ています。 とりあえず新連載企画を2つ作 ってみ

ました。「 未踏への誘い・ カラコルム ●ヒン ドゥ

ークシュ編 」と「 VISIT TO H:W四國ぽAN
CLIMIBnC霊弘M」 です。特集も今後さらにク リ

エイテ ィブな姿整で様 々な企画を考えてい くつ も

りです。 よろしくお願い致 します。  (角 田)

園 □ 圃 固 困 (11月 )

1(日 )ナ ングカー ト事故説明会

7(土)第 2次 カンチェンジュンガ学術調査隊

(五百沢智也,小野有五)出発

酒田市小松伸会員宅にてテ ィリツオ 0ピ

ーク登山隊 (1982年秋)打ち合せ (山森他 )

12(木)1982年度登山学校打 ち合せ (於HAJフレ

ーム 稲田,山森,稲垣,角 田)

19(木)事務局会議 (稲 田,山森,角 田)

28(土)～ 29(日 )日 本 ヒマラヤ会議前橋会場開催

(群馬県山岳連盟 と共催,於新花茶屋)

29(日 )東海大学 ビックホワイ トピーク登山隊 イン

タビュー (角 田)

ヒマラヤ登出の専門家
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並ぶものない山岳サー ビス

★ インド政府許可証

★ 通 関 手 続

★ 交 通 機 関

★ ポ ー タ ー

★ ハイポーター

★ デラックス食料賄い

★ テント宿泊用具

★ マウンテンガイ ド
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柴 田 金之助

角 田 不 二

日本 ヒマラヤ協会

東京都新宿区高田馬場 3-23-1

淀橋食糧 ビル 506号

ファー イースト エンタープライゼス
東京都港区北青山 3「 |16番 18)l l¬ 11共 llilビ ル  8407-8100(代 表 )
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Travels

―
シカール・ トラベル

ー
〃魅惑の

インド ヒマラヤ″

シ ッキ ム・ ブ ータ ン oガ ール ワ ール・ クマオ ン

クル ●マ ナ リ oラ グ ッ ク・ ネパ ール・ ・・ ・・
への トレッキングや登山を計画されている日本の皆さん !

当、シカール・ トラベルは、通関 。隊荷輸送からガイ ド、

ポーター、ポニーのアレンジなどすべてのご用命を承ります。

銹熾担貯

CAPT Sヽ A′ ADESH KUMAR
(MANACINCi DiRECTOR)

´
「 RAVELS PRIVATE LIMITED

l,701, Nirmal tOwers,

26 barakhamba road new delhi-1lo001

t el. 42555,42666 telex 031~4364 SHIKI IN Cable SHIKHE

Branch Office:GangtOk

Camp office:Joshi math&Uttarkashi

rtハ
ヽ
^ン

の UNITED TRAVEL SERViCE(OLtd.

・ 毎  ″

■イン ドヒマラヤ全域のアレンジをすべて日本語

でひきうけています。本社にも東京事務所にも日

本語に堪能なスタッフが多勢おります。

■許可取得から通関、隊荷輸送 、ポーターアレン

ジまで、遠征・トレッキングのすべてを取り扱っ

ております。

■詳細は東京事務所のサニーまでお問合せ下さい。

もちろん日本語で′′

東 京 務 所   〒141 東京都品川区西五反田 2-23-11-202 03-493 -4920

本社 (デ リー)  802 Nirmal Tower,26Barakhamba ROad,New Delhi lndia

,I)hone: 46107 ,42804, 43984,Telex:ND31 74 Cable :YOKOSO



ヒマラヤヘの装備

○遠征隊の装備、相談にのります。

→ひ」
「

万寡χだ―〃
●新宿登山本店 /〒 160東京都新宿区百人町 2-2-3803(208)6601(代 )

●新宿西口店 /〒 160東京都新宿区西新宿 1-16-7● 03(346)0301

●水道橋ハードギアシヨンプ/〒 101東京都千代田区三崎町2-8-14803(264)5575

0水道橋ソフトゥェアショップ/〒 101東京都千代田区三崎町2-8-6● 03(264)8901

0大宮店 /〒 330埼 玉県大宮市宮町 2-123● 0486(41)5707

●高崎店/〒 370群 馬県高崎市新町10580273(27)2397

●ICI通販部 /〒 160東京都新宿区大久保 2-19-10東和ビル内803(200)7219

′Crス キー用

山用島本店

テニス用ニ

′ε′サッカー・

"聟
用呂

至若松町




